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ひと頃程ではないが,街 にクリスマス ・キャロルが流れる時季となった。今年1年 の仕事の片を付けたいと思

う一方で、来年度へ継続する仕事の段取りや,新 しく始めたい仕事の準備などを考えたりして,何 となく気ぜわ

しい頃である。

本年はいろいろの出来事があった。総選挙では自民党が圧勝 し,保 守化の傾向が改めて注目された。5月 の

サ ミットでは,東 京の町の交通規制や警備ばかりが印象に残った。 しか し,何 と言 っても最大の事件は大島三原

山の噴火であろう。噴火と溶岩流はテレビで見ていて も迫力満点であった。1万 人以上の人達の避難が整然と行

われたということで,危 機管理の方法が注目された。考えてみると,臨 床医学こそ正にこの危機管理の学問と言

うべきかも知れない。

この1年 間,本 誌は仲々充実 した誌面を提供 して来たと思う。論文のレフェリー制度 も益々整備され,質 の良

い原著の掲載が続いている。本号にも白日先生のhistiocytic necrotizing lymphadenitisに 関する論文,東

村先生らのRifapentineの 抗菌作用についての論文が掲載されている。Histiocytic necrotizing lympha

denitisは 本邦で発見,命 名され,その後,欧 米でも報告が続くようになった疾患であるが,原 因は未だ不明で

ある。今後の研究の進歩が望まれる。RifapentineはRifampicinの 新 しい誘導体 ということだが,新 しい

薬剤の開発は,耐 性菌の制圧に大きな福音となろう。

総会 シンポジウム 「肺結核後遺症としての続発性呼吸器感染症」も諸先生の御努力で立派にまとまっている。

時機を得たシンポジウムであり,会 員諸氏に役立つものと思 う。

特筆すべきは,「結核医療の基準」に対するお二方の意見が通信欄に取り上げられたことで,こ れは欧米諸誌

にあるLetter to the editorに 相 当するものと思われる。今後,こ の欄を通 じての情報交換が益々活発 に

なり,本 誌が会員諸氏にとって,よ り身近かなものとなることを希望 したい。

最近の新聞に,医 師が結核罹患のまま診療を続けたため,患 者さんの再検診を行 ったという報道があった。こ

れから冬に向い,会 員の皆様の御健康をお祈 りします。(三 方淳男)
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